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会社概要

OSINTサービス

Alchana(α版)を展開
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Alchana紹介

Alchanaは意思決定を迅速化するためのOpen Source Intelligence(OSINT)サービスです

図：(参考)ノードエディターによるデータ変換画面

Alchanaはインターネット上の様々な情報を収集、加工、統合し、意思決定の迅速化を実現します

主な機能
• オープンデータ等の自動収集・提供
• ノーコードによるデータ変換・加工
• グラフやWeb地図によるデータの描画

特徴
• オープンデータ等の公開情報に焦点を
当てたサービス

• ノーコードによるデータ変換をサーバー
レスで実現

• ユーザーが作成したデータ変換アルゴ
リズムのマーケットプレイス
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Alchana利用イメージ

AIによる自動収集

ノーコードデータ加工

統合・分析

OSINTにおける基本的な流れをひつのサービスで実現



• ３D地下データ
• 地下鉄駅構内
• 地下鉄路線図（立体）
• 地下構造物（ガス、上下水道、電線）
• 水面下データ（河川、加工、港湾）

• ３D点群データ＋画像
• せめて動画像だけでも……

• 想定活用例
• 駅構内AR
• 立体乗換案内
• 浸水害シミュレーション

• よくある懸念への提言
懸念：テロ対策など安全上のリスク
提言：本気でテロを実行するなら無くても自分でデータを作るか入手する

懸念：作成コストがかかる
提言：新たに作る必要はなく、あれば公開してほしい。または今後の仕様書に組み込むなど
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公開してほしいデータ



なぜ今３Dデータなのか
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近年、３次元データの作成ハードルが下がり、データ量が増加
メッシュ、点群、構造データ（GML等）のオープンデータも増加傾向
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増加する３次元データ

都市３Dモデル（メッシュ） セマンティックデータ（GML等）地下鉄駅構内（点群）

一方で、個人や小規模事業者が作成するには依然コストが高い
また、地下の3Dデータは航空測量などの広範囲作成が困難



•データは増加しているものの、活用先が不十分な状況
•活用事例

• インフラメンテナンス

• 災害対応

• エンタメ
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３次元データの活用

Unityによる点群のエフェクト適用

3Dデータを扱うツールがクリエイター等に普及しているためデータがあればすぐにでも作品を作成可能



なぜ３Dの地下データを公開して
欲しいのか
３D地下データ
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地図アプリを使って副都心線のホームから新宿駅行けますか？

出典：東京メトロ公式サイト https://www.tokyometro.jp/station/shinjuku-sanchome/yardmap/index_print.html

ここから

ここまで

地下はGPSが届かないため自己位置の精度が悪い
そもそも地図アプリが地下に対応していないためどのルートで進めばいいかわからない
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Visual Positioning System

GPSが使えない環境でも、自己位置を高精度に特定することができるため、地下における活用が見込まれる

建物等構造物の特徴から自己位置を推定する技術

出典：CG Spatial World https://geospatialworld.net/prime/business-and-industry-trends/what-is-visual-positioning-system-vps/
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カメラ＋AI（LLM）による空間認識音声案内の実現

データベースに地下のデータを登録し、AIによるカメラを通した空間認識によるバリアフリーの実現

視力障害には音声で、聴覚障害には視覚で、AIが日常をサポート
地上データは豊富なので連携容易だが、地下データは少ないため連携困難なのが現状

メガネ型AIデバイス AIによる東京駅の認識とテキストによる説明(画像中央)



なぜ点群に加えて画像も公開
して欲しいのか
３D点群データ＋画像
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点群における色情報の重要性
点群 色付き点群情報：形状（XYZ） 情報：形状（XYZ）、色（RGBA）

情報量少 多

ぱっと見よくわからない 色のおかげで柵や窓がわかる
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色付き点群には画像が必ず付属

各点に対して、各画像の
ピクセルが必ず紐づく

画像処理の結果を点群
に反映可能

点群処理＋画像処理の
ハイブリッド処理が可能

点群と紐づく画像群
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例：点群の欠損を画像で補完

点群では天面等欠損して
おり、点群処理できない

①画像処理で輪郭線抽出

②輪郭線
の座標を

紐付け

③点群処理で輪郭線内に点を生成

点群単体の処理では実現困難な課題も、画像処理で補完することで高度な処理が可能になる
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参考：報道の動画から点群生成（熱海土砂崩れ）

報道映像を画像に分解

分解した画像から復元した点群

熱海土砂崩れ時に報道されていた空撮動画から点群を生成
土砂崩れ前の動画像があれば、生成した点群同士で差分比較ができ、被害規模の算出が瞬時に可能



やってほしいこと

•公開したデータのアーカイブ
• アクセスできていたデータにアクセスできなくなると困る
• 更新前のデータが消されると新旧での差分がわからなくなる

やってもらわなくてもいいこと

•データフォーマットの統一
• データの整備と公開にリソース配分いただきたい
• 公開さえしてくれればあとは利用する側でなんとかします（するべき）
• データフォーマット統一は無理なので諦めてください

• 数十年前に結論出てます（セマンティックWeb）
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その他要望



Thank you


